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  (株)メディア･マジック（代表取締役：里見 英樹、本社：札幌）は、小樽大正硝子館協力のもと 

 アニメ「ヱヴァンゲリヲン新劇場版：序」に登場する謎の巨大生物「第 6の使徒」をモデルとした 

 クリスタルガラス『クリスタルオブジェ：第６の使徒』を、2011 年 11 月 23 日(水)より 

 EVANGELION STORE TOKYO-01(東京・原宿)にて発売を開始いたします。(他店舗は随時販売開始) 

 

「第 6の使徒」が本格的なクリスタルオブジェに！ 

 
※画像は制作中のものです。実際のものとは異なる場合がございます。 

 

【 販売情報 】 

名 称 クリスタルオブジェ：第 6の使徒 

発売日 2011 年 11 月 23 日(水)  

販売方法 
小売店 店頭販売 

インターネット 受注販売 

価 格 本  体 12,600 円 (税込) 

販売先 
11 月 23 日(水) 

販売開始 

・EVANGELION STORE TOKYO-01(東京都渋谷区神宮前 1丁目 8－23) 

・EVANGELION STORE (インターネット店舗) 

URL http://www.evastore.jp/pc/ 

・携帯サイトエヴァ&アニメ@GAINAX [DoCoMo,au,SoftBank 対応] 

URL http://eva01.jp/ 

ヱヴァンゲリヲン新劇場版：序 企画商品 

『クリスタルオブジェ：第６の使徒』 
11 月 23 日(水)より販売開始！ 

http://www.evastore.jp/pc/


販売先 順次発売開始 

ゼネラルプロダクツ(GAINAX オフィシャルショップ) 

アニメイトオンラインショップ 

キャラアニ.com 

ララビットマーケット 

Amazon 

小樽大正硝子館本店(北海道小樽市色内１丁目１−５) 

 

【 製品紹介 】 

■こだわり抜いた加工で「第 6の使徒」を再現！ 

本商品は、人気アニメ映画「ヱヴァンゲリヲン新劇場版」に登場する謎の巨大生物「第 6の使徒」を 

モデルにしたクリスタルオブジェです。手作業でありながら「第 6の使徒」の特徴である「正 8面体」を 

表現しております。(手作りのため若干の個体差あり) 

また、小樽大正硝子館協力のもとクリスタル内部までこだわり、「第 6の使徒」のコアをレーザー加工で 

再現しました。 

 

■制作協力：小樽大正硝子館 

明治 39 年に建てられた小樽の名取高三郎商店を改装し、店舗を構える硝子工芸品店。 

大正時代に確立された、アールヌーボー様式と日本的な美しさが混在した当時のスタイルを受け継ぎ 

和風硝子を中心に販売。隣接する硝子工房の作品はもちろん、小樽市内で制作されたガラス製品を 

多数展示販売しています。 

 

【 商品画像 】 

  

  



  

  
※本商品は手作り加工のため、現物とは若干異なる場合がございます。 

 

【製品仕様】 

本 体 クリスタルガラス 

本体サイズ 外接球直径 96.4mm (1 辺 68.0mm の正八面体)   ※手作り加工のため若干の個体差あり 

箱サイズ 縦 150mm x 横 90mm x 奥 90mm 

備 考 オリジナル化粧箱、アクリル台座付属 

 

 

 ● グラスアーティストによる硝子工芸品も同時発売！ 

北海道小樽市のグラスアーティスト木村直樹氏(Kim Glass Design)による硝子工芸品 

「EVANGELION Crystal シリーズ」も、EVANGELION STORE TOKYO-01(東京・原宿)にて同時発売！ 

小樽大正硝子館(北海道・小樽市)でも順次取り扱いを開始いたします。 

 

【 商品画像 】(左からエヴァ初号機モデル・エヴァ弐号機モデル・使徒モデル) 

   
EVANGELION Crystal タンブラー \8,190(税込) 



   
EVANGELION Crystal ペーパーウェイト \9,660(税込) 

   
EVANGELION Crystal ペンダント \6,930(税込) 

 

※全て作家による手作りのため、仕上がりに若干の個体差がございます。 

 

＜木村直樹氏プロフィール＞ 

小樽市祝津(しゅくつ)の海を眼前に構える工房で日々制作に勤しむグラスアーティスト。 

2004 年に硝子工芸を始め、2009 年から日本現代工芸美術展に 3年連続で入選。 

さらに国立台湾芸術大学でのデモンストレーション参加を経て、2011 年に自身の工房 

「Kim Glass Design」を設立。 

『「こだわり」で縛り付けない、自由な製作を「こだわり」とする』をコンセプトに多種多様な 

ガラス制作を手がける。 

 

Kim Glass Design 

http://www.kimglassdesign.com/ 

 

 

■本件に関するお問い合わせ先 

株式会社メディア・マジック 

札幌本社広報担当：横山 

TEL ：011-621-2500 ／ FAX：011-621-2511 ／ Mail：release@mediamagic.co.jp 

会社 HP：http://www.mediamagic.co.jp/ 

 

東京オフィス広報担当：阿部 

TEL ：03-5273-8020 ／ FAX：03-6380-2235 ／ Mail：release@mediamagic.co.jp 

http://www.kimglassdesign.com/
http://www.mediamagic.co.jp/

